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1 課題研究計画の設計

1.1課題研究の動機

(1)時代の流れと共に変化する子どもの質

筆者自身が保健体育科教員として勤務してい

た際に，時代の流れと共に子どもの質の変化を

感じておりコミュニケーション能力J，I解

決能力」の低下を感じた.生徒は近い未来，社

会で自立し，自分の未来を自分で切り開いてい

かなくてはいけない時期が来る.そのために，

現代の子どもが未来を生き抜くために必要な能

力は何か， ~いうことを筆者自身が学びたいと

強く思っていた.

(2)筆者の中学・高校教員時代の反省点から

筆者は，体育授業づくりをする際練習→

試合(競争)→テストJの流れを基本とし構想

し，試合のルール・教具はオフィシャルで、行う

ことが多かったため，運動の得意な生徒はどん

どん活躍し，運動を苦手とする生徒は目立たな

いように取り組んでいる様子であったと振り返

っている.運動を得意とする子ども・運動を苦

手とする子どもの両者が「おもしろしリと感

じ，主体的に課題解決へ取り組めるような授業

づくりをしたいと考えた.

1.2課題研究の目的

(1)現代の子どもの未来へ向けて

小学校学習指導要領(平成 29年告示)解説

体育編第 l章総説(文部科学省 2018) *1によ

ると，現代の子どもが社会進出する未来，職業

やあらゆる生活の場面で決まった答えのない問

題へ自ら挑戦していく能力が必要とされてい

る.また汎用的な能力Jの育成を重視して

おり，これからの時代に求められる資質・能力

を身に付けるため，これまでの学校教育の蓄積

を生かし，学習の質を一層高める授業改善の取

り組みとして主体的・対話的で深い学びJ

の実現に向けた授業改善が推進されており，ア

クティプ・ラーニングの視点から授業改善を図

っていく必要がある.

(2)大学院での学びから

筆者は，大学院での授業，ゼミ活動，学外で

の勉強会で，子どもがこだわりを持った課題解

決へ向かうために，子ども全員が「運動の本質

的なおもしろさ j の世界で学ぶことのできる授

業づくりが必要であるととを学んだ.筆者は，

令和 2年 10月に鳴門教育大学付属中学校で課

題探求授業を実践した際に，ネット型の本質的

なおもしろさは「相手コートにボーノレを落とす

か落とさせないかJ と設定し，教具・場・教材

に工夫を入れワンバウンドバレー」の授業

実践を行った.実際の授業の様子，生徒からの

授業後アンケートを振り返ってみると，大多数

の生徒が積極的に参加し，各チーム課題解決へ
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向けて取り組めていたと評価できた.

(3)教職大学院での到達目標 3領域 10観点

本学の教職大学院では，教員に求められる教

職実践力 3領域 10観点が掲げられている.筆

者は，本課題研究で体育授業づくりに関する課

題を持ったことから教科・領域内容研究

力J， 1授業実践力j の能力を伸ばすこと，今後

の体育教員としての資質向上のために経験

から学ぶJ， 1未来に向けて学ぶ」ことに着目し

た.

2 課題研究プロセスの実際

筆者は汎用的能力の育成について探るため，

東京学芸大学次世代教育研究推進機構と OECD

(経済協力開発機構)の共同による 12030年

の社会に対応する次世代対応型教育をこどもた

ちへ」向けたプロジェクト資料，動画，ホーム

ページ(東京学芸大学次世代教育研究推進機構

2017) 叫を参考にした.この研究の中では，

体育の授業で、育成可能な汎用的能力の中に含ま

れている協働する力」と「問題解決力Jが

高い水準にあった協働する力j と「問題解

決力Jは筆者の育成したい能力と関連性が近い

ことから，この 2つの能力を重視することとし

た.また，この 2つの能力を育成するにあた

り，学習指導要領(平成 29年告示)で推進さ

れている「主体的・対話的で深い学びJの内容

を理解し，筆者自身の反省点である子ども

へ一方的に技術を教え込む」授業ではなく，子

どもが積極的に課題解決へ向かえる課題解決学

習を目指したいと考えた.しかし，子どもがこ

だわりを持った課題解決へ向かうために，まず

は，運動に対してマイナスなイメージを持たな

いこと，全員が「運動の本質的なおもしろさ j

に夢中になることが必要であると考えた *3

3 教科教育課題設定フィールドワークの学び

筆者が見学した授業では，授業中に提示され

た課題をできる順番からこなしていき，できる

ようになったら教師の前でテストを行うという

授業であり成功したJ1成功しなしりのみで

評価されていた.運動の得意な児童はどんどん

上達していき，難易度の高い技へ挑戦してい

く.一方，運動を苦手とする児童は挑戦し

たい」どいう様子も見えたができないj と

認識した瞬間に，取り組みを辞めている様子で

あった.単元後半では，自己の成長が期待でき

なくなったり，体育の授業自体を嫌うようにな

り，運動を得意とする児童と運動を苦手とする

児童の体育授業への意欲に差が生じると感じ

た.また，教員が提示した課題に対して「成功

したJ，1成功しなかった」のみを重視する授業

では，児童同士が関わる場面が少ないことや，

「どう協力していくかJ， 1どう解決していく

かJという思考は生まれず，筆者が授業実践で

狙いとする「協働する力j と「問題解決力」の

育成は難しいと感じた.

4 フィールドワーク Iの学び

4.1学び

「ノ¥ード、ル走」の授業を行う予定だ、った.

(1)事前調査

• 6年 l組 24名(男子 12名，女子 12名)

・6年 2組 24名(男子 13名，女子 11名)

*クラス背景は事前に担任から調査済み.

(2)授業構成

ハードル走の本質的なおもしろさを「ハード

ルをリズミカルに走り越えることがおもしろ

い」叫と設定した.しかし，ハードル走に対し

て「怖いJ， 1痛そう」などの苦手意識の強い児

童がいることから，まずは「おもしろそうだ

な」と印象を持たせる場(コーンにゴム紐を張
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る，ミニハードル，フラフープ)を設定した.

5 フィールドワーク Eの学び

5. 1学び

(1)授業構成

筆者は協働する力」と「問題解決力j の

育成に着目し体の動きを高める運動j の本

質的なおもしろさを「自分の思い通りに身体を

操作することがおもしろい」吋と設定した.ま

た，小学校学習指導要領(平成 29年告示)体

育編*6では小学校高学年で、は児童の発達段

階を踏まえ，主左して体の柔らかさ及び巧みな

動きを高めることに重点置く Jと記されている

ことから巧みな動きを高める運動」に重点

を置き，また柔軟性を高める運動Jは，毎

時間継続的に行うことで高まるので，授業官頭

に取り入れるようにした.

(2)授業評価方法

①授業実践中に筆者自身が感じ取ったこと.

②ビデオ分析.

③児童の振り返りアンケート.

(3)授業の実際

1時間目:心を解き放つ運動(柔軟運動，ミラ

ー遊び，全身じゃんけん)• 

2~6 時間目:柔軟運動，あんたがたどこさ，

ボール使った運動(直上上げ，背面キャッチ，

キャッチボール，ボール取りゲーム，ボールの

転がし合い，ボールの弾き合いなど)• 

6 考察

(1)児童が運動に対して苦手意識を持たず，運

動に夢中になれていたか?

2 時間目 ~6 時間目では，児童が「痛そう，

怖いJなどのマイナスイメージを持たないよう

な教具・場・教材を扱ったため，苦手意識を示

す児童や運動に抵抗感を持つ児童はいなかっ

た . し か し時間目に行った教材とボー

ルの転がし合し、」の運動では，興味を示さない

児童がし、たことから，取り組みが止まってしま

い，飽和状態の場面があった.また 6時間目

に行った教材では，筆者が運動のめあてとして

提示した「繋ぎ合うためにはどうするか」とい

う目的からネットを越すためにはどうする

か」と，児童の思考が変わってしまい，筆者が

提示しためあてに対しての課題解決へ向かえな

くなっていた.

(2) I協働する力Jについて

筆者はボールの転がし合しりと「ボール

の弾き合しリの運動で協働する場面を期待して

いた.しかし 1人で行う「背面キャッチj の

運動で児童の教え合う姿が見えた.筆者がその

場面を見逃さず，急逮アドバイスをし合う

時間」を設け，次の活動へ移らず，児童の協働

する場面を更に深めることができたと感じてい

る.またボールの弾き合しりの運動では，

ボールを繋ぐために「名前を呼び合う J，Iなる

べくバウンドを入れよう j など互いに約束事を

イ乍って取り組めていた.一方ボールの転が

し合しリの運動では，調整し合うために互いの

走るベースを見合ったり，コミュニケーション

を取り合う様子もあったが，飽和状態になって

いる児童に協働する場面を作れなかったことは

反省点となり，協働できなかった理由として，

「運動に夢中になれていなしリと気づいた時点

で教材内容に変化を取り入れるべきであった.

(3) I問題解決力Jについて

筆者の主観ではあるが，児童の工夫が発現す

るのは，同じ運動を 2回以上行った時が多く，

運動に夢中になれていれば，児童自身が「上手

になるためには?Jと自然に考え始めるのだと

考えた.しかし，児童が「運動に夢中になれて

いない」と感じた場面では，上述した「協働す
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る力J同様，児童の工夫などは全く見られなか

った.また 6時間目の「ボールの弾き合いJ

の運動で，ネットを使用した際に，児童のボー

ルの弾き方に変化が現れ，筆者が運動のめあて

として提示した「繋げる j という意識から「ネ

ットを越す」ための弾き方に変わっていた.教

具・場の使い方によって児童の思考まで変化し

てしまい，解決する内容まで、変わってしまうと

いうことが反省点として残った.

また，筆者は今回の授業実践で「一方的に教

え込むJこ左はせず，運動のめあてに対する細

かいアドバイスは控えた. しかし，筆者が児童

の運動開始前にアドバイスを伝えた場面があ

り，そこでは筆者が伝えたことだけ意識的に取

り組む様子や，その時間の振り返りアンケート

では，筆者が伝えたアドバイスを「工夫」とし

て記載されていた.筆者自身が課題としてい

7こ，児童自身が自ら解決へ向かうことを妨げる

ことだ、ったと反省し，次の時間では控えるよう

努めた.

(4)全体を振り返って反省・成呆

今回の授業実践の反省点は以下の 3点であ

る.①筆者が「おもしろいだろう」と考えるこ

とに対して，児童が同じく「おもしろしリとは

ならない，②教具・場の使い方で児童の思考は

変わってしまう，③飽和状態の時にどう対応す

るか.

今回の授業実践の良かった点は以下の 3点で

ある.①教具に対してマイナスなイメージを持

たせなかった，②児童の様子を見て臨機応変に

11寺つ」ことができた，③筆者の「協働するJ

場面と実際に児童が協働した場面が一致したこ

と 1人の運動でも発揮することができた.

(5)筆者の今後について

筆者は今回の授業実践で「おもしろしリと考

え，提示した運動に対し，児童が興味を示さ

ず，飽和状態になったことや，筆者が扱った教

具・場によって児童の思考を変えてしまったこ

とから子どもの視点に立つ」ということを

もっと学びたいと考えている.また協働す

る力」と「問題解決力」の育成に重点に置き，

できるだけ筆者からのアドバイスは控えた.児

童へ一方的に教え込むようなことをしなくて

も，児童はアド、バイスし合う，解決へ向かおう

としており子どもに任せる」ことの必要性

も感じた.筆者は今後，小学校・中学校・高校

の体育の授業で、教壇に立つ学生へ「体育の授業

づくり」のおもしろさを伝えていく立場である

ため，体育科教育について学び続けていく.
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